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Abstl"act: This report deals with review of a teaching method on basic chemistry for freshman in this first semester目 We
tried to review this teaching method with pre-tesl and post-test by means of the FB research and our 














































行った。 調査項目は高校化学1B (1 ~ V)と化学I(VI、VI)
の教科書(数研出版教科書 104/数研/化 B/621， 104/数研/化E
/621を利用)の項目(編、章)とした。
高校の化学で理解しにくかった項目について(アンケート集計結
果) 100(理解しにくかった項目数)/ { (全項の項目数)x (ア
ンケート回答数69)} (%) 
I物質の構成と化学結合 1物質の構成 28/345(8.1%) 2粒
子の結合 68/345(19， 7出) &粒子の相対質量と物質量
12/207(5.8出)
E 物質の状態 1物質の三態 32/138(23，2時) 2気体 95/276
(34.2出) 3溶液 87/209(41. 6出)
E 物質の変化 1 化学反応と熱化学方程式 40/138(29.0国)
2 酸と塩基の反応 65/276(23.0%) 3 首長化還元反応
44/207 (21. 3見) 4 ~池と電気分解 62/207(30.0国)
IV物質の性質(1) 1典型元素とその化合物 128/552(23. 2%) 
2遷移元素とその化合物 32/138(24.6'出)
V 物質の性質 (2) 1 有機化合物の分類と分析 46/138 
(33.3百) 2脂肪族炭化水素 44/138(31. 9拡) 3アルコールと
関連化合物 103/276(37.3出) 4芳香族化合物77/207(37.2%)5 
糖とアミノ酸60/138(43.同)
VI化学反応の速さと化学平衡 1 化学反応の速さと化学反応
のしくみ 89/207(43.0出) (最終回にも調査 29.2%) 2化学平







の履修教科、実験回数(生徒および教示実験)) (1) ~ (3)はアン
ケ」ト項目で(調査〆、数回人中該当項目に回答した人数)であ
る。 (1)高校での履修教科について 化学 IB、化学E、物
理 1B、物理Eの標準的な選択パターンをやっていなくて、知jな
科目選択をしてきた人数:化学Eをやってない人数日、物理E
をやってない旬、化学 1Bをやってない人数 10{化学 1A (9)、
物理 1A と生物 (1))、そのうち化学専門教科をやっている
(6) )、 化学 1A，化学 1B，化学Eのいずれの教科もやってい
ない 1 (2) 実験について ①実験回数:(69人中回答した人
数) 1 ~3 回目、 0 回 16 、 4~6 回 13 、 21 回以上(専門実
習を含む) 9 、 7~10 回 8 、 11~20 回 3 この調査から、実
260 愛知工業完封形明暗，第40号B，平成17年:，VoL 4O-B，Mar.，2005 
験は1~3 回が一番多かった。。回も次に多い。
②最も印象に残った実験について、解答した人の人数 (69人中)
































































①0回について[話]本年度 85(十2)昨年度 83(-7)一昨年度 90
(2)あなたはこの授業に何回遅刻しましたか。
①0回について[刈本年度 96(-2)昨年度 98一昨年度 98
(3)あなたは、この授業を熱心に、意欲的に受講しましたか。








本年度 76(十19)昨年度 57(-3)一昨年度 60
本年度は昨年度より l側、一昨年度より 16出と増加。
(6)総合的に見て、あなたはこの授業に満足しましたか同]





















































大学と高校の接点としての他学教育(その 3)-Pre-Test，Post-Testの添削指導一 261 
その他特になし、無記入も多かった。










































5. 1. 上記のアンケ」ト調査から 本年度は 2回を、理解
しにくかった高校の化学の項目を主要課題として取り組んだ。
第 9回、第 10回の pre-testと、 4.2(1)のアンケートから、
期待に応える結果であった。



































(2004) (2003) (2002) 
の受講者数 「人1 66 60 95 
(吉)定期試験の受験者数「人] 55 45 75 
e受験者数/受講者数 100X (②1m) [引 83 75 79 
G〕成績評価IA+BVD.Eの人数I人1 5 O/4(DU(E) 41141D) 72/3(D) 
@最終評価(A+B)Icの人数「人1 51/0 41/1 (C) 72/2(C) 
⑥単位認定者数/受講者数
の百分率ニ100X(宮)(A+B+C)/o)[%J 77 70 78 












































った。 最終の定期試験受験者 54名 (55名中回答者 54名)で
あり、第一回目とアンケート人数が相違している。
(1) 高校で化学日を履修しましたか(再調査)。化学Hを高校で
履修した人 74.1拡 (40名)、 化学Eを高校で履修しなかった人
25.9判(14名)、この調査から調査対象者の約4分の lにあたる。
(2)化学Eを高校で履修した人で理解しにくかった項目(再調
査) 化学反応の速さと化学平衡 (1)、 (2) は教科書の再調
査項目(1) 化学反応の速さと化学反応のしくみ・・・最終回の
調査 29.2耳、最初の調査 43.0見 (2)化学平衡・・・最終回の







る。 高分子化合物(教科書の項目で前回欠けていた項目) (1) 

























1回 I章原子の構造 (thestructure of atoms) 




(No 18) 9.盤盗の撞詰と13iJt(structures and reactions of saccharides) 
10回 男IJ章
(NoI9) 10. アミノ睦 (aminoacids) 
(N020) 11.アミノ醒とタンパク宜 (aminoacids and protein) 
12回 凋化学反応
(N023) L......1&底連産(reaction1'ate) 2.遼屋富霊g(rate constant)と亙座1生堂 (reactionorde1') 
(N024) 3. 内部エネルギー (internalener灯)
そのため、昨年度分から削除した部分の一部は llre-test、post-testで補い、また、国体、結晶構造、溶解度積、分配係数、ラウール
の法則、モル分率、浸透圧などは省略した。





9回 セロビオースの聾造式 3.査彊グルコー スの主盤i...__1_.クゃルコ」ス当主ンプン諭セルロー スのt空軍 Q_，_ 
トレハロー スの塗造と還:ill;主
10回 アミノ墜とタンパク質 空調に適当な語包主入註る(小関 27)
そのため一部削除しなければならないが、全体をみて同ーの内容と考えられるものは一つにまとめ、問題数をしぼって出題した。
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